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懇談会のまとめ

セ ンターか らの お知 らせ

・指導 員 とは 、指導 員講習 会 を受 講 した もので 、各連 絡所(研 究 室)に おい てプ ロ グラム指導 に 当

た る こ と.

・必要 な らば各連 絡所 に も相 談 員 を配 置 す るこ とが で きる。

・希望 者 には相 談員 ニュー スを配布 す るこ とがで きる。

・相 談員研 究連 絡会 につ いて

現 在 、連 絡所 に は期 謎の通 知はや ってい ないが 、希望 が あれば 通簿 で きる。希 望者 に は資料

等 を配付 す るこ とが でき る。

・指 導 員研 修 会 につい て

来年3月 の予定 で ある。 内容 は システ ムにつ い て と計 算機 の オー プ ン使用

董.F℃RTRAN指 導 員講 習会

利 用者 の希 望 、苦情 な ど

1)セ ン ター職 員が 鰯 長して連 絡所 で指 導 に当 る こ とはで きな いか 。

セ ン ター職 員数 と連絡 所 数か らいって現状 では無理 だ。

原則 と して初 心 者教育 は指 導 員 でや ってほ しい。

講 習会等 を連絡 所主催 で行 ない オブザ ーバ としてセ ン タ～か ら参 加す るこ とはで きる。

2)タ ー ンア ラウ ン ドタイムの短 縮 につ いて

1,連 絡所 か ら個 人へ の 時間的 ロスが大 きいの で個 人宛 にす るこ とはで きな いか。

郵送 であ れば個 入宛 も可能 で あ る。9月lHか ら トラ ッ ク便 を利 用す る予定 で あ るの で 、

その場 合は連 絡所送 りとな るが 、全体 の 時間 は短縮 され る。 しか し、 人員の 関係 で返却 の連

絡 が で きない連絡 所 もあ るので 、 その場 合 は連 絡所 と話 し合 って欲 しい。

※ 広 島大 学 の場 合Cジ ョブで ター ンア ラ ウン ドタイム は…週 間 との こ と

2.新 規穿孔 後計 算依頼 は で きない か。

制 度 として と りあげ てい ない。

3.カ ー ドをセ ン ター一に保 管 してお い て電 話 で修 正 後計 算依頼 がで きないか。

管理 の面 で 無理 であ る。

3)セ ンター 利 用等に 関す る問合 せ は どこにや っ た らよいか。

各部 所へ 問合せ てほ しい。 なお 、セ ン ター 内の情 報 の伝 達 を速や か にす る。

4)講 習 会につ い て

くわ し くや って ほ しい。(利 用 の 予引 制 御文 編)

TSSに つ いて(山 鑓大 学 よ9))

・フ ァイル の使 用 トラ ック数 は40ト ラ ッ ク以}=は 認め られな いのか 、

遠隔地 の方 に は齢 トラ ッ ク以上 も認め る。

TSSで はE.043を 利用 す るこ とがで きる。



・現TSSで は高 い回線料 を払 って利用 す るほ ど価 値 が ないの では ないか。

来年 度 はTSSの 時間帯 を広 げ る予定 で あ る。

大 記憶 が増強 され るの で ファ イル を大 い に利用 で きる。

11月 よ りE.072が 提 供 され 、現処 理 プ ロの レベ ルア ップ とと もにBASIC,TEXTEDITOR,

FORTRANX、 端 末 入 出力文 が提 供 され る予定 で あ る。

以 一hのこ とに よ り利用 の 巾 も広 が り、能 力 も増 す であ ろ う。

2.ALGOL指 導 員講 習会

今 回 は利用講 習会 の 申 し込み7名 、指導 貝講習会 の 申 し込 み6名 とい う少 人数 で したの で、利

用者 講習 会 を指 導 員講習 会に合併 して 、指導 員講 習会の み を行 ない ま した。

利用 者の 意見 、要 望 、苦 情 な ど

1)ALGOLの 利用 者が なぜ 少 ないの か 、その 原 因はセ ン ター側 に も幾分責 任 が あ るの では ないか。

利 用者 とセ ン ター で次 の よ うな点 が原 因 として一f:げられ た。

・カー ドシス テ ムのALGOLで は 、区切 り記 号に小文 字 が使 え ない こ と。字数 が 多 くとられ る

(▼BEGIN,▼<,:=,(1な ど)の で ・枚 の カー ドに含 まれ る情 報量 が少 な くな るこ と

な どで使 いに くい。

・実行速 度 がFORTRANに 較べ て遅 い。

・メー カが レベ ルア ップや 、障害修 正 に 力 を入れな い。

・ラ イブ ラ リがFORTRANの よ うに は完備 され てい ない。

・利川 者の 周囲 にFORTRAN層 が 多 く、ALGOLの 指導 者が 少 ない。

・ALGOLの 質 問 に対 して 回答 で きるプ ロ グラム相 談 員が 少な い。

2)FASP溝 習 会はや っ てい るか

・現在 はや って い ないが 、FASP,COBOL,PL/1に つ い ての講 習会 をや っ たほ うが よいか

とい うセ ンター 側の 質問 には 回答 がな か った。

・ALGOLの 講習 会に つい て もや っ てほ しい とい う強 い要望 は1名 だけ だっ た。

3)グ ラフ ィッ クディ スプ レイ装 置 が使 え る時 期 はいつ 頃か 、デ ィ スプ レイ用マ クロを早め に知 ら

せ てほ しい。 ハー ドコ ピー をで きる よ うに して ほ しい。

・グラフ ィッ クデ ィ スプ レ イ装 置 は概 算要 求 中で ある。

・マ クロ、ハー ドコ ピー につ いて は利用者 の 期待 にそ う ようにで き るであ ろ う。



4)穿 孔機 の文字配 列が もっ と使 いやす い ものに な らな いか。(特殊記 号の文 字位 置 が不 自然 で ある。

た とえば+と 一が離 れ てい る)。 日立 にか な り性能 の よい ものが あ るそ うだが 、セ ン ター で も使

えない か。

・セ ンター も一 度考慮 したが 、 日立 の穿 孔機 は納 期に 聞に 合 わな い とい うこ とでIBMの 穿 孔

機 を納 入 した。

5)タ ー ンア ラ ウン ドタイム につ い て

広 島大 学 では 、ター ンア ラウ ン ドタ イム が 長いの で 、CPU時 間 の 短 か い ジ ョブ(X,Aジ

ョブ)は 九大 セ ン ター で 、CPU時間 の 長 い ジ ョブ(ジ ョブ)は 、大学 内 の諸 算機 を使 う(itil

毒
夜 で使 った ほ うが効率 が よい〉傾 向 がみ られ る とい うこ とだった。

連絡 所か らの ジョブの処 理 日数

X,AlLl

B,C1日 ～2日

D3賑 ～4H

なお 、セ ン ター か らの ジ ョブ返送 につ いて は 、セ ン ターエ ユー スNa42で お知 らせ しま した よ

うに9月1目 よ リ トラ ック便 が使 用 で きるとこ ろは これ を使 用 して 、 ター ウア ラ ウン ドタイム

の 知縮 を計 っ てい ます。


